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変革の時代始まる

　最近の連載記事でも紹介しているが、チ
ャイナリスクの問題がさらに急浮上してき
ている。8 月 2 日付け（米国現地時間）の
ハリウッド・レポータ電子版 ( が、民主党
のチャック・シュメル上院議員が米国対外
投資委員会の権限を利用して、中国のハリ
ウッドに対するすべての投資を制限すべき
であるとの親書をトランプ大統領に提出し
たと報じた。この、中国に対する米国への
投資制限を働きかける動きが民主党上院議
員から出されているところが注目すべき点
である。米国で最大の輸出産業は航空宇宙
産業であり、第二位がハリウッド映画に代
表されるコンテンツ産業である。この、コ
ンテンツ産業に対する中国資本の不当な流
入は、米国と対峙する北朝鮮に対して、国
連常任理事国で有りながら、なんら有効な
制裁措置を取ろうとしない中国を利するだ
けで有り、ひいては北朝鮮にとっても利益
となることから、金の為には片目をつぶっ
て中国よりの外交政策を推進してきた民主
党から、中国によるメディア関連産業への
資金流入規制の動きが出てきたところが誠
に興味深いところである。

　クリントンやオバマによる民主党政権時
代には、話し合い路線で中国を先進国扱い
し、米国企業の中国進出を推進し、かつ中
国からの輸入品については発展途上国への
特例措置である特恵関税に近い扱いを行う
寛大過ぎる外交政策を行ってきた。その結
果が、南シナ海での傍若無人な行動に代表
される中国共産党の行動である。今回の大

統領選挙でも、クリントン元大統領が億単
位の講演料をもらって中国での講演や、ワ
シントンでの年間 1,000 億円を越えると
言われている中国によるロビー活動、米国
内の主要大学への中国プロパンガンダ活動
拠点として多額の寄付金で設立した孔子学
院の目にあまる活動内容等々から、民主党
政権時代の対中国外交政策については、他
の発展途上国での人権問題と対中国での対
応がダブルスタンダードでは無いか？との
批判には一理あるところがあった。

　ご承知のように、長く続いた民主党政権
下で中国への米国企業進出を促進した背景
から、アリババに次ぐ中国第二の企業グ
ループとなったワンダによる映画興行チ
ェーン AMC エンターテインメント（以下
AMC と略称する）の買収、そしてゴジラ
やジュラシックパーク等の特撮映画プロダ
クションであるレジェンダリーフィルムの
買収などが行われてきたが、先月になって、
この買収資金を調達した米国銀行シンジケ
ートに対する中国側からの資金振り込みが
停止されたとの報道が相次ぎ、AMC の株
価は 15％以上下落した騒動がある。その
後も、北朝鮮情勢の悪化に伴い中国共産党
政府に対する不信感の増大や、買収時の投
資ファンドへの資金供給を行った米国銀行
シンジケートに対する中国側からの資金振
り込みがなされていない等の報道が相次ぎ、
AMC の株価は続落し株式時価総額は 25％
の下落となっている。そして、今年初めに
AMC がテレビドラマ制作会社 DCP(Dick 

Clark Production) を 10 億ドルで買収す
ると発表していたのが突如キャセンルとな
る報道が CNBC から報じられるなどと混迷
が続いている。さらに、CNN が 8 月 18
日付けで報道した香港発のニュースでは、
中国からの資金流出を防ぐために海外のメ
ディア関連企業への資金出資を全て規制す
ると報道された。この報道については、冒
頭で紹介した民主党上院議員から大統領に
提出された親書が、米国議会内で公式に議
論が始まる前に、中国自らが海外投資への
規制をかけることで共産党指導部のメンツ
を保った感じが強い。

　さて、中国の映画興行市場は、映画興行
関連情報サイト：セルロイド・ジャンキー
の 7 月 27 付 CJ China Cinema News に
よれば、今年上半期で 841 館 4,960 スク
リーンが新規開業したことから総スクリー
ン数が 4 万 5 千に到達したと CCTV ファ
イナンシャル・リポートが報じている。未
だに、不動産バブルの象徴として地方都市
の再開発地域にシネコン新設が続いており、
興行売り上げでも年内には米国市場を抜く
のではと言われているが、上映される映画
作品は全て共産党によりコントロールされ
ており、外国映画の配給についても厳しく
統制されているのはよく知られている。こ
の中国映画興行市場で“ブラックアウト”
が今年実施された。この“ブラックアウト”
とは、中国の春節（日本の旧正月に相当す
る）や、夏休みの映画館に取ってかき入れ
時となる時期に海外映画作品の配給・上映
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を規制する措置である。不定期に実施され、
特に共産党肝いりの大型映画作品の上映が
行われる時期に実施されてきた経緯がある。
2004 年夏に公開された中国・香港合作映
画の「ラヴァーズ」（チャン・イーモウ監督）
の興行収入を上げるために海外作品の公開
を規制したのが最初と言われている。

　この規制は、明文化されているわけでは
無いが、今年は人民軍創設 90 年を祝う作
品として中国版ランボーとも言えるアフリ

図１　ハリウッドへの中国資本投資規制の動き

カを舞台にして人民軍の特殊部隊 OB が活
躍する作品“ウルフ・ウオリアー 2”がプ
ロパガンダ作品として記念行事の 1 週間前
から公開され、記録的な興行収入を上げて
いる。

　この規制に対して、8 月 4 日付けのス
クリーンデイリー誌電子版は“Will ‘Wolf 
Warrior 2’ extend international rule?”
と題した記事を掲載して、海外作品の上映
を一方的に規制する中国共産党に対して強

い不満を述べており、夏休みシーズンを狙
って公開されたハリウッド超大作“猿の惑
星：Valerian”と“ダンケルク”、そして“ワ
ンダーウーマン”が米国や中国以外の国で
華々しい興行成績を上げているのにビジネ
スチャンスが阻害されたことを詳細に述べ
ている。この問題については、冒頭でも紹
介した民主党上院議員による中国からのメ
ディア関連投資規制の動きともからみ、中
国の不当な商取引規制の最もわかりやすい
事例として中国に対する制裁関税発令のき
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図２　＄10ムービーパスの波紋
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っかけとなる、中国にとっては最悪の事態
となることも予想される。中国での公開が
9 月以降に延ばされてしまった話題作は、

“スパイダーマン：ホームカミング”、“猿の
惑星：聖戦記（グレート・ウォー）”、そし
て“ワンダー・ウーマン”などの中国以外
で好調な興行売上を上げている作品であり、
ハリウッドからは中国共産党による“ブラ
ックアウト”に対しての不信感が強まって
いる。

　さて、ワンダグループによる AMC やレ
ジェンダリーフィルムの買収が全て無効と
された場合には、当然のことながら映画興
行業界再編の動きが混沌とすることは当然
であり、物言う投資家として著名なオーレ
ンバフエット氏がリーガルシネマ買収に乗
り出すとの観測が流れ始めている。

　8 月 3 日付けの映画興行情報サイトで
あるセルロイド・ジャンキーに掲載された

“CJ Opinion: Should Warren Buffet Buy 
Regal Cinemas?”では、最近の証券取引
所における映画興行チェーン主要各社の株
価推移で、AMC エンターテインメントは
15.2 ドル（5.6 ドルの下げで 26.92％時
価総額急落）に対して、リーガルエンター
テインメントは 18.19 ドル（0.90 ドルの
下げで 4.71％時価総額下げ）にとどまっ
ており、来年から始まることが確実となっ
てきているプレミアム VOD による興行売
上の減少（最低でも 5％）に対して、AMC
よりは影響を受けないのではとの観測もあ
る。

　いずれにせよ、中国に対する不公平取引
のバッシングが始まれば AMC は当然のこ
とながら中国資本の映画興行チェーンとし
てバッシングの対象になるとともに、ワン
ダによる株式売却では買いたたかれること
は必須であり、業界再編の動きは全く予想
不可能な状態となってくる。

　また、ニューヨークでまもなく開始する
と言われていた $10 で一ヶ月間映画見放

Ichiro Kawakami
デジタル・ルック・ラボ

題となる AMC の“ムービーパス”につい
ては法的な問題があり、実施時期は未定と
の報道がされた。問題となってくるのは、
$10 のムービーパス売上金の分配比率が
配給側と調整できているのかである。AMC
が自己資金で制作した映画もしくは配給権
を持っている映画の見放題についてはなん
ら問題は無いが、通常の映画作品について
は配給会社との作品レンタル契約に基づい
て上映を行うことから、このムービーパス
については見切り発車で発表してしまった
と感じられる。

　映画館の収益源は売店収入であることか
ら、ムービーパスで平日の客席稼働率が 5
％程度しか無い現状が改善されれば映画館
にとってはありがたい話であるが、既存の
映画配給会社とどのように調整を図ってい
くのが注目されるところである。
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